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2013 年度	 駿河台大	 	 社会科・公民科教育法Ⅰ 
2014 年度	 駿河台大	 	 社会科・公民科教育法Ⅰ、教師論・教職論 
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社会科・公民科教育法Ⅰ(駿河台大、２単位)	 実施内容	            2015 年春学期 
  月 日   回数                  講義内容 
 ４／14 第１回 講義をはじめるにあたって   
「2014年の冬～2015年の春」の新聞記事から 
 ４／21  第２回 	 模擬授業	 昨年度履修生	 中学	 地理「九州地方」(50 分) 
	 	 	 	 	 	 [パワーポイント画像と班学習] 
 ４／28  第３回 中学社会科と高校公民科教育の現状と課題 
	 	 ―「2014年の冬～2015の春」を考える― (つづき) 
 ５／ 6  第４回 中学社会科と高校公民科教育の現状と歴史的変遷 
公民科の歩み②	 戦前期～戦後期 
 ５／13  第５回 	 中学社会科と高校公民科の歴史的変遷:戦後期(つづき) 
 ５／20 第６回 	 日本国憲法と女性の権利 
 ５／27 第７回 	 高度経済成長とエネルギー革命 
 ６／ 3 第８回 	 高度経済成長とエネルギー革命(つづき) 
 ６／10 第９回 戦後史の起点から考える 渡辺 浩
ゆたか
『15 歳のナガサキ原爆』を通して 
 ６／17 第10回   『父と暮らせば』鑑賞(演出：三枝 竜,出演：小林幸雄/中川智美) 
 ６／24  第11回 	 公害と環境問題	 原点としての四日市公害 
  7／ 1  第12回 全国水平社と部落解放運動 
教材研究①	 学習指導案の作成 
７／ 8 第13回 全国水平社と部落解放運動(つづき) 
教材研究②	 学習指導案の検討 
７／15 第14回 模擬授業  テーマ：人権と部落差別問題 
中学	 公民「人権と共生社会」２人 (各15分) 
高校	 現代社会「基本的人権の保障」２人 (各15分) 





2015.6.13. 早稲田大	 	 社会科教育法２Ｉ        
実受講者 35、参観 21、欠席 9、公欠 5、読書 3、参加率 70(80)％ 
2015.7.16. 大東文化大	 教科教育法 地理歴史	 	 	  
実受講者 14、参観 10(9)、欠席 1、遅刻 3、読書 4、参加率 71(93)％ 
2015.6.17. 駿河台大	 	 社会科・公民科教育法Ⅰ 
実受講者 25、参観 17、欠席 7、公欠 1、読書 0、参加率 71％ 
 	 教職論・教師論	 	 	               
実受講者 55、参観 37、欠席 17、入院 1、読書 1、参加率 69(70)％ 
合計受講者 129、参観 85、欠席 34、公欠等 10、読書 7、参加率 70(79)％ 
半期の平均出席率	 早稲田大	 社会科教育法(15 回)	   82％ 
大東文化大	 地理歴史(14 回)	 	   91％ 
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駿河台大	 	 公民科教育法(15 回)    79％ 
	 	 	 	 	 	 教職論・教師論(15 回)  85％ 
『父と暮らせば』鑑賞の授業と平均出席率の比較 
早稲田大	 	 社会科教育法    82％ → 70(80)％ 
大東文化大	 地理歴史   	    91％ → 71(93)％ 
駿河台大	 	 公民科教育法    79％ → 71％ 
	 	 	 	 	 	 教職論・教師論  85％ → 69(70)％ 
のべ４回の教室公演の参加者は受講者の約 70％で、平均出席率 84％よりも 14％低かっ
た。これは、①問題関心や問題意識の差、②「強制」への拒否感ともいえよう。 







2010 年度	 山田洋次脚本『幸福の黄色いハンカチ』(1977 年作品) 
2011 年度	 山田太一脚本『男たちの旅路』(「シルバーシート」)(1977 年作品) 



























	  ・今春、数年ぶりに実家に帰って父と話し、街を歩いた。平和記念公園や周辺に幾つか 
	 	  ある慰霊碑に手を合わせ、被爆者の方々のお話を聞いてきた。比治山の風のように通 
     り過ぎてしまうのは勿体ないので、小さいものでも良いから、貴方の中に何かを残す 




















   ・伝えることが俳優の仕事の⼀端だ。 
一方、初演以来第 110 回公演を手がけてきた演出家の鵜山仁は、「死者の目線で人間の存
在を考える」(『the 座』84 号、2015.5.17.)において、次のような趣旨を述べている。 
・死者の声で語られる作品である。 
	   ・被爆者たちの手記からの言葉、作者井上ひさしの思い、代々の主人公たちの声、観客
のエコー、背後にある多くの死者の声を伝える。 
	   ・大勢の死者を共演者として迎え、それに力していく。 
	   ・論理だけではなく、表情や声を通してライブで表現していく、それこそが演劇の醍醐
味だし、ライブの記憶というのはもしかしたらデジタルの記憶媒体以上に長続きし
て、蓄積されていく。 
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みた。参観 85、読書 7 のうち、大東文化大 4、駿河台大 21、早稲田大 15、計 40(参観 37、
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・戦争を知らない世代だが(5)	 	 ａ、ｂ、ｉ、ル、カ 
・現政府を見ていると将来の日本が不安(7)	 	 ｆ、ｒ、ｔ、ｕ、ｖ、ｘ、ヨ 
・祖父が被爆している(2)	 	 ｙ、ホ 
・生き残った人の東日本大震災との共通性(2)	 	 ｐ、ロ、 
・被爆の事実を世界に発信する必要(3)	 	 ｇ、ｏ、ｙ 
・生き残った当事者の苦悩に気づいた(6)	 	 ｂ、ｋ、ｌ、ｑ、ヘ、ヲ	 	  
・死者への感謝が必要(2)	 	 ｎ、ニ 
・広島の平和資料館を思い出した(2)	 	 ｄ、ｌ 
・原爆投下はしょうがないは否定しないが(2)	 	 ｅ、ｊ 
・演劇の会話の伝達性(10)	 	 ｈ、ｍ、ｓ、ｕ、ｗ、イ、ハ、ト、チ、ワ 
・他の問題でも演劇による伝達をしてみたい(2)	 	 ｈ、ワ 
・当事者の思いと歴史教育(6)	 	 ホ、ヘ、チ、リ、ヌ、ヲ 








１．死者への感謝をもつべき	 	 靖国神社参拝の肯定、『永遠の０』への共感 
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４．2014 年度の駿河台大・大東文化大での感想の分析と特徴 
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「学⽣の社会認識・歴史認識の現状と社会科・地歴科教育法の課題」『教育学科紀要』第 2 号 
(大東文化大学大学院文学研究科教育学専攻),2011 年 3 ⽉。 
「満州事変⼋〇年、アジア太平洋戦争開戦七〇年と⽇本の戦争認識」『歴史教育・社会科教育年報  
2011 年版』,2012 年 3 ⽉。 
「教科教育を通しての⻘年の現代認識・歴史認識の解体と獲得の道筋」『教育学科紀要』第 3 号, 
2012 年 3 ⽉。 
「「教育方法の実際」の試論―戦後世代の「戦時体験」教育の道筋―(1)」『埼玉の歴史教育』37・ 




















(滝澤「「声」の交流：教職科⽬ 公⺠科教育法と⻘年の⾃⽴(⼆) 」駿河台⼤学⽗⺟会広報誌 
『菩提樹』54 号,2015.2.) 
(3) 2014 年度の駿河台⼤学の受講⽣の春学期レポートには、「戦争での⼈殺しの⼼理」、「戦争と教育」、 
「戦争を題材にした映像作品と写真集について」などのテーマが見られた。詳細は『2014 年度 駿河 
台大学 職課程	 社会科・公民科教育法Ⅰ レポート集』(2015 年 3 月)に収録した。	  
(4) 滝澤『戦時体験の記憶文化』、有志舎,2008 年,50 頁。 
(5) 成田「『証言』の時代の歴史学」[冨山一郎編『記憶が語りはじめる』]、東京大学出版会,2006 年,30 
頁)。 
(6) 赤澤「「戦争体験」の記憶」『岩波講座日本歴史	 第 15 巻月報４』,2014 年, 1～4 頁。 
(7) 吉見「アジア太平洋戦争の体験と記憶」『岩波講座日本歴史	 第 18 巻月報 17』,2015 年, 5～8 頁。 
(8) 山田『兵士たちの戦場―体験と記憶の歴史化―』、岩波書店,2015 年, 「はじめに」1～4 頁。 
(9) 今野『歴史学と歴史教育の構図』、東京大学出版会,2008 年, 165～166 頁。今野はつづいて、キリスト 
者の稀有な抗いの記録である渡部良三『歌集 小さな抵抗 殺戮を拒んだ日本兵』(岩波現代文庫,2011 
年)を編んでいる。 
(10) 本稿は 2015 年度歴史教育者協議会全国大会での大学分科会報告をもとにしている。ここでは活字化
した[ａ]から[ヨ]までの計 40 人の感想文の抜粋については紙数の都合上割愛した。 
(11) 須崎幸彦「『忘れてしもうてええんかのう』―舟入高校演劇部の取り組みから―」(『歴史地理教育』 
838 号、2015.8.)。 
(12) 今野日出晴・土屋直人「第 20 分科会 大学」『歴史地理教育』842 号,2015 年 11 月。 
(13) こうの史代『夕凪の街、桜の国』の翻訳課題と取り組みについては、『2014 年度 大東文化大学 職課
程 教科教育法 地理歴史 レポート集』(2015 年 2 月) に収録した。 
(14) NHK BS1 スペシャル「戦争を継ぐ ～山田洋次・84 歳の挑戦～」：「映画『母と暮らせば』“ 戦争を継
ぐ”～山田洋次から嵐・二宮和也へ～」(2015 年 11 月 15 日放映)。 
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人々はどうやって普通の生活に戻ったのだろうか…と思った。戦争は 1945 年の 8 月 15 日に
確かに終わったけれども、終わったのは戦争であって、人々の心に残った跡がその後もずっと
ずっと残っていると思うと、一体何のために原爆を使ったのだろう、と疑問に思った。自分の
父親がどのように死んだのか、地蔵の溶けた顔を見るまで忘れていたシーンは非常に印象的
だった。あまりにもショックだったために、心の奥に無意識のうちに押し込めていたと考える
と、本当に想像を絶するような状況だったことがうかがえる。私は戦争を経験していないから
こそ、こうした戦争の状況が分かるものを忘れずに何度も自分たちに問いただすことが必要
だと思う。辛く、記憶から消した記憶を経験者が残している意味というのを私達は理解しなけ
ればならないと強く思った。(カさん)	
・「戦争」を行うのは地球上の生物では人間だけで、犬や猫が戦争したという話は聞いたこと
がない、という話を私が 6 年生のときの担任の先生はおっしゃっていました。…しかし、私が
思うのは、戦争をやるのは人間だけれど、戦争をやめさせることができるのも人間しかいな
い、ということです。この本の美津江のように戦争の恐ろしさを身を以って体験した人が日本
からいなくなる日が近い将来訪れます。さらに、今の日本政府を見ていると近い将来、日本が
戦争に参加する日が来るのではないかと思います。だからこそ、今、この瞬間から、私達は何
が出来るか、教員になったとすれば、教師として生徒に何を伝えるのかを真剣に考えなくては
ならないと思います。(ヨさん)	[参観せず、読書]	
	
